
新型コロナウイルスによるパンデミックが
乳幼児・児童に与えた影響

秋田喜代美（学習院大学）＠内閣官房 内閣感染症危機管理統括庁

新型インフルエンザ等対策推進会議（第９回）
（令和６年１月25日）

資料６

1



はじめに

本日の報告は、感染症が子どもの発達に及ぼす影
響は直接因果を同定した研究ではなく、

調査による変化を見た研究等の紹介となっている。
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トピックス （心理学・教育学から）

１ 子どもの心身の発達への影響

２ 保護者の心理への影響

３ 保育者等や教師への影響

４ 海外の研究やガイドライン

５ まとめにかえて
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１ 子どもの心身の発達への影響

4



発達全般の遅れ
幼児期にみられる（中室他、２０２３）

「KIDS 乳幼児発達スケール」

https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research-
news/2023-07-11

１，３，５歳 ８８７名
コロナを経験した群とそうでない群の

比較。経験群で平均  4.39 か月の発達の
遅れ
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https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research-


社会情緒的行動と他者との心理的距
離の変化（萩原他、２０２２）

０－９歳の保護者７００名、４ー９
歳の子ども

社会情緒的行動には変化はな
いが、心理的距離幼児児童では

変化

https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research-news/2022-01-25
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時期を追った変容 （国立成育医療研究センター、２０２２）
コロナ―こどもアンケート１－７回
２０２１年３月、９月、１２月 ５回にくらべ復活
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子ども 小中高校生 学習意欲の低下、無気力
（ベネッセ、２０２３）
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児童生徒の多様な問題行動の増加
（令和３年度調査）文部科学省

子ども達から
のSOSが

問題行動とし
て表れている
と推測できる

https://www.mext.go.jp/content/20221021-mxt_jidou02-
100002753_2.pdf
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不登校児童生徒数（上段）と1,000人当たりの不登校児童生徒数（下段）

小・中学校における長期欠席者のうち，不登校児童生徒数は196,127人（前年度181,272人）であり，児童生徒 
1,000人当たりの不登校児童生徒数は20.5人（前年度18.8人）。不登校児童生徒数は８年連続で増加し，過去最多
となっている。

（人） （人）

※平成10年度調査より不登校児童生徒として調査を行っている。

不登校児童生徒数の推移
（1,000人当たりの不登校児童生徒数）

不登校児童生徒数の推移

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2

小学校
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小・中学校における不登校の状況について
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臨時休校が与えた影響 精神的安定
（日本財団、２０２１） 期間
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世帯年収による影響の相違
（日本財団、２０２１）
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家族形態や成績とスクリーンタイムの
影響（日本財団、２０２１）
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家庭の経済格差が学習法に差を与えている
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心理的な
不安や
心配
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世帯年収による不安の相違
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２ 保護者の心理への影響
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母親の悩みや気がかり ２０２０年調査
ベネッセ教育総研

１歳から小６までの母親２２
００名

つながりへの不安の増大
つながりの重要性の認識
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コロナ禍で、母親の約７割は子育てに楽しさと不安の両面を感じていた
・（子育てが）楽しい（とても＋まああてはまる………………………………………………………… 
69.7％ 
・子どもがうまく育っているか不安になる（同）……………………………………………………… 
70.9％

コロナ前よりも不安が高い
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幼児の保
護者の子
育て否定
感の
増大

第６回幼児期の家庭
教育調査
ベネッセ教育総合研
究所 ２０２３
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有効な
情報発
信
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３ 保育者等や教師への影響
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保育 園長の精神的健康の低下（東大
Cedep,2022）
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職務によって異なる（淀川・野澤・遠藤・秋田,2020 乳幼児教育学会)
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ストレス 園長、主任、看護師が高い（野澤・淀川・遠藤・秋田、２０２０）
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どのような情
報が欲しい
のか

専門家の
情報提供
（Cedep、２０

２０）
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https://www.mext.go.jp/content/20230116-mxt-
syoto01-000026693_01.pdf

教員休職者の増大
（令和３年文部科学省調査）
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コロナ禍で教職員が置かれている状況（有井他、２０２２）
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‣新型コロナウイルスの影響による業務量の変化（昨年度比） 経験年数別 （5月）

教職経験年数が少ないほど業務量が減少したと認識している教職員の比率が高く、教職経験年数が多いほど業務量が

増加したと認識している教職員の比率が高い。

（若手：増加24.3％/減少47.1%，中堅：増加39.1％/減少42.5%，ベテラン：増加44.8％/減少35.6％）

図1 新型コロナウイルスの影響による業務量の変化（5月：教職年数別）

とても増えた

若手（n=140）

少し増えた あまり変わらない

中堅（n=174）

少し減った とても減った 昨年度勤務なし

報告書 p.11-13

38



コロナ禍における教職員の心理状態

‣コロナ禍で感じた不安

感染症予防や感染者発生時の対応などの職場の衛生管理（75.8%）、「一斉休校」などに伴う休暇や業務調整

に対する業務のマネジメント（73.3％）の項目は70％以上の教職員が最も不安であった項目として挙げていた。

報告書 p.16
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図7 コロナ禍で感じた不安（N=978）
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コロナ禍における教職員の心理状態

報告書 p.16
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児童・生徒の学習指導でコミュニケーションや細やかな指導を充実させることが困難である教

育委員会などの行政上の都合に細かく応じることの負担が大きい十

分な設備や情報なしで仕事をしなければならないことが多い

学級や児童会・生徒会などの経営を通して児童・生徒にとってのまとまりのある(居心地の良い)集団作りを行うことが困難である

学習指導以外の日常的な児童・生徒とのコミュニケーションを確保することが困難である不

登校や問題の多い児童・生徒やその保護者との関係の維持に努力することの負担が大きい

教師や学校の側からすれば一方的と感じるような保護者や地域からの要求・苦情に対応することの負担が大きい

最近自分の健康が気になる

学校現場の様々な期待や課題に対応できるように自主的に研修や能力向上の機会に取り組むことが困難である

学校や学年の教育方針について自らの信念や考えとの矛盾を感じることが多い

他の先生と仕事上の調整や分担が上手くいっていない

児童・生徒の立場を優先させるべきか、教師や学校の立場を優先させるべきか迷うことが多い自

分の学校や学年では、計画したことが効率よくこなすことができない

児童・生徒が学校外で起こした問題に対応することの負担が大きい

家では自分の子どもの世話に時間をとられる

同僚や上司から過剰に期待や要求をされることが多い

同僚とうまくコミュニケーションをとれないことが多い

家庭では家族の病気の世話や介護などに時間をとられる

‣ストレス要因

児童・生徒の学習指導でコミュニケーションや細やかな指導を充実させることが困難である（40.6%）、教育委員会 

などの行政上の都合に細かく応じることの負担が大きい（39.7%）、十分な設備や情報なしで仕事をしなければなら

ないことが多い（35.4%）といった項目は30%以上の教職員が最もストレスに感じる項目として挙げていた。

図8 コロナ禍におけるストレス要因（N=1203）
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参考

４ 海外の研究やガイドライン

引用

東京大学教育学研究科紀
要,60,545,-568

２０２０
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非常に早くからのオンライン利用の提供など
が行われた
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https://www.cedep.p.u-tokyo.ac.jp/research/covid-19study/

46



子どもをとりまくエコシステムへの影響

子ど
も

園学校

教師

感染不安

家庭

保護者

生活環境

メデイア

短期的
急速な環境変化に伴う
不安感 意欲低下

対人的側面 経験の不足

長期的
少子化、未来展望の変化

デジタル化に伴う教育環境の変
化

求められる資質能力の変化

家庭や地域との連携の在り方の
変化
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５ まとめにかえて

◆日常生活の変化が影響を及ぼす程度は、年齢や家庭の経済状況に応じて異なる。

特に脆弱な子どもたちに対する心身の影響に関わるケアや対応が重要である。

また家庭や自治体による経済的格差等を生まない配慮が重要。

◆乳幼児・児童においては、子どもに関わる大人の心体の影響への配慮も重要である。

◆社会的な繋がり不安を生まない対応、的確な情報の発信、ガイドライン等をオンライン等も含
め迅速に簡潔に伝えることが必要。

◆継続的なデータの蓄積が子どもの心身への影響を検討していく上でも重要であり、

エビデンスにもとづく政策対応が求められる。
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